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日本原燃株式会社 鈴木 理事 再処理事業部副事業部長 他１３名 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 
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なし 
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「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設に関する事業変更許可申請を

受理」 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000081.html 

・ 令和３年１２月７日 

「日本原燃(株)再処理施設の事業変更許可申請（有毒ガス防護、廃棄物貯蔵

系の共用）に関する資料提出」 

 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 被害想定して参りました第 1 の事業の変更許可に係る申請に関するヒアリン

グを行いたいと思います。 

0:00:07 本日も録音による対応を行いますので、開示情報等発言しないようにしてくだ

さい。してしまった場合には速やかに申し出るようにしてください。 

0:00:17 また発言に当たりましては所属とお名前を行っていただいた上で、発言の方を

していただくようお願いいたします。また発言がない場合には前にちょっとよろ

しくご協力よろしくお願いいたします。 

0:00:29 それではまず初めに規制庁側の参加者につきましてですけれども、Ｗｅｂから

コサク調査官タジリ網でフジワラタカナシが本町会議室、河原崎で対応いたし

ます。それでは日本原燃が出席者の紹介、紹介をお願いいたします。 

0:00:46 はい、日本原燃のスガワラです。本日の出席者ですが、スズキ、 

0:00:51 タカハシハマダからオクデ。 

0:00:56 カメオカメトキ、タナカ、ツシマａシモヤマササキ 

0:01:02 イセダウルシド以上のメンバーで対応します。 

0:01:08 規制庁タカナシです。ありがとうございます。それではまず初めに、日本原電

の方からの資料につきましてＰｏｉｎｔ等々で構いませんのでご紹介をお願いい

たします。 

0:01:22 はい。日本原燃の遅れでございます。それでは提出 12 月 7 日に提出させて

いただいた資料について説明させていただきます。本件に関しましては再処理

施設を揺るがす方法として 4 月 28 日に事業変更許可申請 

0:01:39 出させていただいて以降、審査会合当然指摘事項に対して十分な回答ができ

なくて、審査は進んでないという状況に対して 15 日、11 月 15 日の審査会合と

して、審査会合で原燃としてこれまで有毒ガス防護に係る検討プロセス見直し

まして。 

0:01:56 それを踏まえて有毒ガス防護措置をまとめ直しつつあるあるということの部述

べさせていただきました。ですので本日はこの経営と見直さ検討プロセスと、

それを踏まえて今後どう進めていくのか、閉所について資料を用いて説明させ

ていただきたいと思います。 

0:02:13 資料の 2 ページをご覧ください。 

0:02:17 これまでの検討ではですね有毒ガスの影響評価ガイドっていったものをもとに

有毒ガス防護というものを考えておりまして、再処理施設の安全設計という枠

組みの中に適切に取り込んだ形で有毒ガス防護措置というのを、 

0:02:32 整理し説明するということができておりませんでした。ですので、ガイドでこう書

いてあるとかそういったところではなくてですね再処理施設の安全設計の目
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的、つまり公衆の被ばくを防止するためにどういった対応が必要かといった基

本に立ち返ると、 

0:02:49 いうところで整理し直すというところを考えております。公衆の被ばくといいます

と再処理施設の状況に応じて設備は、それを監視操作する人で守るというとこ

ろですので、再処理施設の特徴を踏まえますと、 

0:03:05 こういった対応する時にはですね、溢水とか化学薬品の漏えいと同じように、

再処理施設の安全を確保するための対応、これを阻害するようなハザードの

一つとして、有毒ガス防護措置っていう同額というのを想定しなければいけな

いと、このためですねえ有毒ガスが発生したときでも、 

0:03:23 安全確保のための対応が阻害されることなく実施できることを確認するとい

う、この基本方針に沿って有毒ガス防護を考えると、 

0:03:31 いうところを考えております。資料の 3 ページを開いていただきまして、 

0:03:37 ここから今述べた基本方針に沿って検討プロセスを考えるとどうなるかというと

ころについて説明させていただきます。まず安全確保のための対応を行うとき

に考慮するすべての有毒ガス、これを網羅的に抽出すると。 

0:03:52 いうところが最も重要ですので、（1）ではそういうところをやるというようにして

おります。これまで数すいません。はい。 

0:04:01 タカナシは申し訳ないんですけど、この説明って必要ですか。 

0:04:06 中身の細かい説明までは必要はない。改めたから経常タカナシですね、中身

の細かい説明までは必要ないですか。タナカのポイントになるところがあれば

御説明いただければと思いますが、 

0:04:19 コサクですその考え方のポイントっていうのがそもそもこの資料にはないような

気がしているので、 

0:04:29 もし言われるんであれば資料の書いてある内容じゃなくて、なんでここにこれ

書いたのかどうか。 

0:04:34 そういったところの 

0:04:37 何ていいですかね、資料に現れていない考えてることっていうぐらい置いてい

ただいて、 

0:04:42 早く議論 

0:04:45 だほうがいいかなと。 

0:04:47 思うので、原燃の対応として、 

0:04:51 よろしくお願いします。 

0:04:53 日本原燃のオクデでございます承知いたしました。ここでは一応やることを書

いていますのでそこをなぜこういうふうにやるというふうに立って考えたかとい
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うところポイント絞って説明させていただきます。まず（1）のところは先ほど言っ

た通りまず網羅的に抽出すると。 

0:05:12 いうところで（1）をやるんですか、それでまずやるべきは①番のところなんです

けれども、尤度がそのものはすぐそれ自体持っているものもありますが、まず

もってやっぱりコサクです。そういう話であればもう要らなくてですね。 

0:05:31 ちょっと根本的に足りないところがあるので、もうその辺りの話をしたほうがい

いかなという 

0:05:39 所なので、 

0:05:42 すみません、タカナシさんから。 

0:05:45 いっぱいいただければと思います。よろしくお願いします。規制庁タカナシで

す。そういうではこちらから少しコメント低下ＡＯさせていただこうと思います。 

0:05:57 こちらはまず 2 ページちょっと戻っていただいて、 

0:06:03 まず最初のところで今回説明をいただく背景としてはそういったことをそこにも

記載がありますけれども、これまでの進捗等も踏まえまして審査会合とか面談

等でですね、日一度考え方を整理してですね。 

0:06:19 それで改めてどう進めていくかということを考えていくという趣旨があったかと

思います。その観点から言って見直しをしていただいたとは思うんですけれど

も例えばこれは書きぶりだけの問題なのかもしれませんが、例えばこの 1－2

ページ目の三つ目の戸数が四角のところでは、 

0:06:37 検討プロセスを見直すというような結論を結論のような形になっているんです

が、これは今回継続とみなすこと自体はタナカと思いますけれども、実際の見

直し見直しそのものっていうのが最終的な結論になってるというようなことでい

ただかれてるのかそれとも 

0:06:54 そうではなくて何か違う 

0:06:56 継続見直した上で何かＡかＡ、こういうことをしてるんであればこういうことが足

りなかったなということが痛いということだったのかというところをちょっと内等と

いうか、考え方を確認させていただけますでしょう。 

0:07:09 はい。日本原燃のオクデでございます。今回の結論は検討プロセスを見直す

というところではありますなくてですね、これまで足りなかったところを後改めて

きちんと説明しなくてはならないと。そういったときにこの検討プロセスを見直し

た上で、 

0:07:26 の足りないところはここでしたというところを説明するために検討プロセスを見

直すというところをまず初めにありますという意味でここに記載されております

し、記載してます。 
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0:07:37 今回のこの説明でやりたいことはですね、今までも結果ばかりを説明していて

それの妥当性が確認できないというようなことも指摘として、言われたところも

ありますので、それが何でかっていうのを考えたときにこう言って、 

0:07:59 考える基本方針っていうんですかねそこをきちんと説明できていなかったとい

う、そういったものがありましたので、まずその基本方針となる検討プロセスを

きちんと説明してご理解いただくとこれを第 1 にやってその上でですね、それ

に従って整理していくと有毒ガス防護措置の全体像というのはこういうふうに

なりますよと。 

0:08:20 それを整理し直すと整理し直して申請書に反映すればこういうふうになります

ので、それでもって審査お願いしますとそういったことを言いたいというふうに

考えておりました。 

0:08:38 以上です。 

0:08:43 今どんなかおつけされました。 

0:08:46 また日本原燃のオクデでございます。 

0:08:49 ある。 

0:08:51 規制庁コサクですけど、今、 

0:08:54 オクデさんは説明がつくの部分を終わったと思っていてタカナシさんが反応し

ないので、問題は今日、 

0:09:02 0 ヶ月の背景みたいになってるんですねいたしました。 

0:09:05 規程とタカナシで説明ありがとうございます今おっしゃられたことで要は等はど

ういうところが出なかったかのような検討もされているということではあるんで

すけれども。そうすると下の 

0:09:18 ここではおそらく検討分析なんてことも一つのポイントではありつつも、プロセ

スそのものを詳しく説明されるというよりは、まずそのそういうその吊りを通じて

ですねまずはその検討プロジェクトというのは継続率っていうのが再認識する

とともに、 

0:09:34 そういったそのどういう説明が足りなかったのはどういう整理が必要だったの

かというところについても向け明確にするっていうことが一つ必要なんじゃない

かと思うんですけどいかがでしょうか。 

0:09:49 日本原燃のオクデでございますねとそういったみでは組み直しをするっていう

のが第 1 の一番の始まりだと思っていた部分もありますので、そういうような

見直しといったタイトルに見直しというようなことも書いておりますが、これは目

的ではなくて手段ですので、 
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0:10:07 きちんとそういったも今おっしゃった目的は我々も認識しているところですの

で、そういったところを一番最初にきちんと御説明させていただく必要があると

いうふうに認識しました。 

0:10:22 はい。規制庁タカハシです。ちなみに今の件で、例えば 

0:10:27 あかん具体的になると結構何かデータどんなどんな感じでこの資料を直すと

いうイメージのものっていうのはできてます。 

0:10:40 通す。 

0:10:43 すみません、日本原燃のオクデでございます。どういうふうに直すかっていう

の 2 ページだけじゃなくてほかのページも含めてっていうところですかね。 

0:10:51 ちょっと後ろのほうは少しまたちょっと 

0:10:54 思いますが、阿蘇全体も含めてあげたときに、 

0:10:58 まずは、出だしの部分ですね、今言ったように受け取れるの見直しはあくまで

も手段ということなので、それも含めて、どんなところに対してを説明するのか

っていうところは少し 

0:11:11 の管理について考えを理解いただければと思います。 

0:11:14 日本原燃の小出です。そうそういう意味で言いますとですね 3 ポツで今見直す

ってこれが目的なに見えますので、ここの後ろのほうにですねこれをやったそ

うやって見直した検討プロセスを見直した上でですね。 

0:11:31 検討プロセスに沿って改めてその再処理施設の有毒ガス防護っていうのを検

討するというよりかは、整理し直すっていうところになると思うんですけどそれ

を整理し直して、これまでの指摘事項も踏まえつつ我々としても説明が 

0:11:48 この整理に基づくと説明が不十分だったとか、時許可と整合しないような説明

をしてしまっていたというところが幾つかありますので、それを修正した上で、

改めて説明しますというところが行っていこうかというふうに思います。 

0:12:06 規制庁タカナシですありがとうございます。今おっしゃられたところで、説明なり

でちょっと規則を踏まえないありなかったという点の話がありましたが、あそこ

まで資料具体的なことを開く必要はないとは思いますが、ある程度具体的なも

のというのも、 

0:12:26 今回の整理の中では出てきてるという事という理解でよろしいでしょうか。 

0:12:32 日本原燃のことでございます。そうですね今 

0:12:36 検討している中でも、例えば 

0:12:40 再処理施設っていうのは先ほど言った通り安全設計のための設計をしていま

して、それっていうのは、重大事故のときの設計等、設計基準のときの設計と

いうのは必ずしも一致してないので、有毒ガス防護っていうもそれぞれに合わ

せたような 
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0:12:56 措置が必要であるというふうにもかかわらず今までっていうのはあまりそこの

時設計基準のときにはこういう状態になっていると想定されるからこういう工法

対策をとりますと言ったところをきっちり整理して説明していなかったという部

分があるので、 

0:13:12 そこを説明したいと思ってます。日一番大きいところは、そこかなというふうに

思っていますが、それ以外でもですね、例えば有毒ガスの発生原因、これが

一番大事だと説明させていただきましたが、これも設計基準と重大事故で考え

ないといけない。 

0:13:29 という 6 月っていうのは必ずしもイコールではありませんので、そういったとこ

ろも説明が追加で必要かなと今までも全然全く考えていなかったっていうとこ

わけではないんですが、そこの部分をきちんと整理した上で提示するっていう

ことができてなかったと思っていますので、それを 

0:13:48 改めて整理するということをしたいと思っています。 

0:13:53 規制庁の間接ありがとうございます。細かいできないところまでが今回の資料

2 ということでは、先ほど申し上げたとおりないとは思いますけれどもそういっ

た検討されたいっていうことがですね、 

0:14:06 上で今回の説明に至るということですね、わかるような修正というのをお願いし

たいと思います。 

0:14:14 （2）はこれです。すいません、ちょっと補足 

0:14:18 というか、気をつけていただきたいことをお伝えをするとですね、 

0:14:24 大体今の話のポイント。 

0:14:28 わかっていらっしゃると思いますし、元の説明のところでもうオクデさんの言わ

れた言葉で言われたことは非常に真っ当なことを言われていいいて納得感が

あったんですけど。 

0:14:42 期待でされている言葉が検討プロセスという言葉が非常に強くて、オクデさん

の言われた安全のもともとの安全設計の考え方っていうのに基づいてっていう

のが資料の中でちょっと書いてあるんですけど、例えばこのページだと。 

0:15:01 三つ目の四角のところの最初に一般安全設計の目的に立ち返りと書いてある

ものですね、結局それがそのプロセスっていう言葉に 

0:15:11 だって、つぶされてしまっていると。 

0:15:14 いうふうにこちらからは見えているということなので、安全設計のここでいう目

的ですけど、あの設計思想とか、基本方針と 

0:15:26 いったものがどういうものであって、 

0:15:30 それの中にどうその有毒ガスが埋め込まれていっているのか。 
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0:15:35 という全体構造ですね、今回説明いただければ十分なんですね、どういうふう

にそれの中で作業してますかっていうのはもう十分これまで聞いているので、 

0:15:47 その思想さえはっきりすればあそこ今後見捨て持ってきてくれるのねっていう

ところで田地一部理解ができると。 

0:15:56 いうことだと思ってますので、このページ京大自体が検討プロセスの見直しに

なってしまってますけど、そうではなくて、ある雨設計の考え方に立ち戻って再

整理を 

0:16:12 それを更新ですと、 

0:16:13 いうことがわかればというところです。よろしくお願いします。 

0:16:20 日本原燃のここで打ってございます承知いたしました。我々も見直した内容と

いうよりか、その全体としてこういう方向に進めていくためにこういうことをやっ

ていくと、全体の中での有毒ガス防護措置の位置付けこれをきちんと 

0:16:37 折り返していただくというところが大事だと思ってますので、当そういったところ

がわかるように、 

0:16:44 修正したいと思います。 

0:16:50 そこです。よろしくお願いします。その上でですね、もう一つ、このページで気に

なっているのは、有毒ガス防護に係ると最初のポツも有毒ガス防護措置

云々、 

0:17:05 資格が囲みの中でも、有毒ガス防護の観点から、 

0:17:10 いうので、全体像有毒ガスに限定せずにそもそも再処理施設ってどういう設計

のもとに、どう構成してるのかっていうのがいまいち見えないと左側の赤四角

でそれを 

0:17:25 示しているつもりなのかもしれないんですけど、余りに漠としてですね、この中

に有毒ガス防護の観点が床に埋め込まれるのかってわからなきゃいけなくて、 

0:17:39 具体的に言ってしまうと、安全設計の中に内部事象に対する考慮、それによる

防護設計をどうするのかという考え方。 

0:17:50 外部事象に対する同じく、考え方。 

0:17:54 いうのがあり、その内数の中で、事故対応での設備を守るとかですね、いうこ

とが入ってくるということなので、そういったところを分解をしてその時のそれぞ

れの考えはこうだから、 

0:18:10 その中に有毒ガスの考慮をこういうふうに出てきますよと。 

0:18:14 いう。 

0:18:16 関係性が見える必要があるだろうと思ってますんでこのページで言い切るの

か次のページに振るのかって言うのはこの後資料作っていく中で考えていた



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

だければと思いますけど、その点全体像っていうのをちゃんと見せるということ

を意識していただければと思います。よろしくお願いします。 

0:18:36 日本カミデのオクデでございます承知いたしました。今の部分はすべて実施で

きる設計という言葉で終わらせてしまっているので、そこをきちんと膨らませる

形で見えるようにしたいと思います。 

0:18:55 規制庁タナカです。ありがとうございます。ちょっと今の観点も踏まえてというこ

とで修正をお願いしたいということがあります。 

0:19:05 あとちょっとスペック付け加えさせていただくとですねちょっと今の話からすると

少し重要度は下がるというか少し細かい話になってしまうんですけれども、要

は今の話でそのプロセスのところがちょっと強すぎる話もあって、 

0:19:21 その辺から踏まえるとその次の 34 ページというところが非常に詳しく書かれて

そこがポイントだというふうにお考えになられて帰って書かれてるとは思うんで

すけれども、そういう話観点からいうと少し以降、そこんとこが強調されてきて

いるというのもありますので、まずこの点については、要は 

0:19:38 これは以前から議論があったかと思いますけれども、要は見落としがないよう

にいわゆる網羅的にといいますかちゃんと 1 力ですね距離が近いところで検

討していくということで個室を組んでいくというその流れで大きな流れがわかる

ようになってればいいというところですので、 

0:19:54 細かく例示していただくというよりは、そういった考え方の前ちゃんとできる科

医発生原因についても発生要因についても、或いは発生の 

0:20:05 力といったものについても幅広く改善ていう全体をちゃんとしっかり考えた上で

必要なものが必要でないものをしっかりご報告意味判断してですね、最終的に

整理していただいて、そういったことがしそのようなものは仮でもいいと思いま

すので、 

0:20:22 それとここが少し整理いただくページですね、その分、先ほどちょっと話はコメ

ントはありました。絶対像の話ですとか、それからそこに融度拡張高めていく

のかというところに、 

0:20:37 少し御加えていただくっていうような感じにしていただくほうがいいのかなって

いうふうに思いますがいかがでしょうか。 

0:20:47 日本原燃のオクデでございますと 3 ページ目 4 ページ目ですねそういう意味

だと実務的なといいますか、そのまさしく検討プロセスっていうところを強調し

過ぎまして、実務のところが、いわゆるＮＩＰＰＯのところが非常に多くなってい

ると。 

0:21:03 いうような印象を受けると思いますのでそこは宍粟本音の部分をきちんと記載

したいというふうに思います。ですのでそうなると、具体、具体的な部分部分と
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いうよりかはある程度抽象的な言葉になってしまうかなとは思うんですけれど

も、 

0:21:20 とにかく網羅的にきちんと調べ上げるという、そういったところを 

0:21:27 読んでいただいてわかるような営業にちょっと修正したいと思います。 

0:21:35 規制タカナシですが、ありがとうございます。確かに中枢抽象的になりすぎると

赤字になる部分があるとは思いつつですね、逆にそのレジいいとか或いは具

体的なところっていうのはですね、わかりやすくなる一方で、ちょっと後半見方

によってはですね範囲を 

0:21:52 限定され或いはの考え方がちょっと絞られてるっていうような見方をされるとこ

ろもあると思いますので。うんところはね注意稟議しながらですね、整理してい

ただくということかと思いますので、よろしくお願いいたします。ちょっと少し具

体的に申し上げるとですね、例えばちょっと 

0:22:10 少し戻りまして 2 ページで言うと、 

0:22:13 例えば左下の左、右の四角赤四角の中ではどうであると化学物質をくっていう

ていて、もうあるおそらく 3 ページ 4 ページではもうちょっと広い話になってる

んですが、そこのところがちょっと当市なんていうか、 

0:22:31 ごめんなさい、整合がとれていないというようなところがあったりですね、或い

は、3 ページ目を向けにアートで 3 ページ目辺りですね。 

0:22:40 書き出しのところではいろいろな化学物質や構造材だよといったような話も入

っていながら、読み進めていくといって、化学物質との反応というようなところ

にオオハシが進んでいってるとか見えたりしてしまいますので、そういったとこ

ろですね 

0:22:57 し、十分検討されてると思いますので、ＪＡＢ幅は 

0:23:03 しっかりと全体を見据えてですね、やってるんだということをさ、先ほど申し上

げた全体像なりところでもしっかりと説明しその上でどこを 1 ポイントがあるの

かって説明になるような構成をお願いしたいと思います。 

0:23:21 日本原燃のオクデでございます。承知いたしました。例えば今の例えばこの有

毒ガスの発生メカニズムというところなんかですね、ここは社内のほうでもいろ

いろと検討しまして、 

0:23:36 ここでのメカニズムっていうのは例えば一番上のポツなんかはこう漏えいして

直接的にその影響を及ぼすようなもので下の三つっていうのは、その漏えいし

たものがどんどんこう連鎖的連鎖的に兵教どんどんどんどん与えていくものっ

てそういうような 

0:23:55 これは重大事故でもそういった設計思想で重大事故というものを考えてたりし

ますので、そういうような基本的なものの考え方ですねそれ有毒ガスに当ては
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めたっていうような形で書かせていただいたのでちょっと具体的なりすぎてる

部分があるんですけれども、 

0:24:12 そういった基本的な思想っていうところを書くような形にしたいと思います。 

0:24:20 規制庁高まってる映像よろしくお願いいたします。区割り具体的に細かく検討

されるということは必要なことでですね実際にそういう背景があった上でです

ね、この記載よそ概要とかなどもまとめて記載していただければですね、説明

の中或いはこちらから確認する段階でそういったところっていうのは、 

0:24:39 確認できると思いますので、そういったそこのところの整理をした上での記載と

いうことでよろしくお願いいたします。 

0:24:48 コサクです。 

0:24:51 結局これあのプロセスで書いちゃっているので細かくなってますけど、それは

特に①なんかは、これまでの会合でも説明されてますし、補足説明とかでも見

ている話なので、説明する必要はなくてですね。 

0:25:09 このページ、一番最初の説明でもありましたけど、ＤＢとＳＡで考えてることが

違っている点をちゃんと認識してっていうような話がポイントなんだろうと思うん

ですね。 

0:25:21 さらに内部事象と思うのか、外部事象とかっていうところの整備もいろいろとこ

れまでお話ししましたけど、 

0:25:29 そういったところの認識をちゃんと整理をして整理をしていきますということさえ

わかればいいので。 

0:25:37 このページで書いてあるところで言うと②の矢羽で書いてあるところがおそらく

ポイントなんだろうなと。 

0:25:45 思っていて、それの根本的な考えっていうところで、 

0:25:54 今オクデさんが言われた 

0:25:58 想定することの考え方っていうのを述べて 

0:26:03 置くということさえあればこのページでいって欲しいことっていうのは、それで十

分かなと。 

0:26:11 いうふうに思います。メカニズムのこういうのもこういうのも考えますっていうの

も、それもこれまである程度聞いてますし、今回の会合で具体に 

0:26:22 説明をするという必要はないかなというふうに思ってます。一方で、ちょっと 

0:26:29 蛇足ですけど確認したいのは、実用炉のほうで廃棄物処理系のところでちょっ

と不具合があって換気系が動かなかったりといったときに有毒ガスが発生をし

てて体調不良者が出たみたいな事象がありましたけど、 

0:26:47 そういった事象をもうこの中で、 

0:26:51 表現されてると思っていいんですかね。 
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0:26:55 日本原燃のオクデでございます。今のお話はおそらく日微生物で硫酸が分解

されてっていう話の件だと思うんですけれども、当位置を①の中では通常プロ

セスというと言い過ぎですが、そういったことも考えて 

0:27:12 買う発生するような化学物質っていうのを拾い上げた上で、②でですね、 

0:27:21 ちょっと進まねえそういう意味だと発生要因にそこに必ずしも入ってるかという

とちょっと見えにくいところはあるんですが、一応そういったものも考えてこの

中で整理を化できるというふうに考えてました。 

0:27:35 はい、古作です。 

0:27:38 表現ぶりとして微妙なところがありますけど想定破損と言ったり、 

0:27:44 だろう。以上なとかって言ったりというので。ちょっと見え隠れはしてはいるんで

すけど、 

0:27:51 そういうのも込みでやられているということが今後補足説明とかで、 

0:27:58 ここにできれば十分なので、 

0:28:01 今回の会合としては先ほど言ったように、そこに繋がる大枠の考え方というこ

とが示されれば、 

0:28:11 日本原燃オクデです。承知いたしました。 

0:28:18 規制庁タカナシです。 

0:28:20 そして大筋低下大枠ではとりあえず私の方からの確認はどうなんですが、動

か何かございますでしょうか。 

0:28:37 コサクですタカナシが 4 ページも含めてていいですかね。はい。 

0:28:43 わかりました。コサクです。そうすると 4 ページなんですけど、括弧 2 のところ

も 

0:28:52 要員設備とかっていうようなことは、ＳＡとＤＢで違っている。 

0:28:59 で、しかもこのＤＢと言って私一言で言っちゃいましたけども、ここの記載だと平

常時と事故時と分かれていて、 

0:29:07 そのあたりをどう認識をして第 2、 

0:29:12 守るかと。 

0:29:14 何ができるようにするかと。 

0:29:16 いうことの説明っていうのはやっぱり、この 3 分割なんですかね。 

0:29:23 日本原燃のオクデでございます。基本的には平常時と設計基準事故時ええ

と、常時と事故時ですかについては中央制御室だったりそういったところで守

るというところなんですけども、設計基準事故とかあとはそれの、その前段階

で、 

0:29:43 異常な過渡変化とか、そういうのもありますけれども、そういったところでは場

合によっては、現場で対応するというのは事故ごとにそこら辺を細かく変わっ
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てくるというふうに認識してますので、単純にこの 3 分割で要員を 3 パターン

ですというようなつもりはありませんでした。 

0:30:05 コサクです。そうだと思います。なので、どういうふうなことを守り、できるように

するかっていうことがわかるようにしていただいて、それがその大元の安全設

計の考えということであって、 

0:30:23 それを具体に考えるといったときに、こういうような操作員には操作ができるよ

うに防護具を配備しますとかっていうことが明示的に考えているということが伝

わるように整理をしていただければと思うんです。 

0:30:44 日本原燃のプレス承知いたしました。 

0:30:49 はい、よろしくお願いします。コサクです。そうするとですね、ここも（2）（3）（4）

でプロセスとして再整理されちゃってるんですけど、今言った話でまとめて、 

0:31:00 説明できるような気がしているので、考え方としてまとめうまく書いていただけ

ればと思ってます。 

0:31:14 日本原燃オクデでございます。承知いたしました。 

0:31:18 ちょっとすいません。（2）と（3）はですね確かに 

0:31:24 （2）（2）と（3）なんかは、例えば有毒ガス防護対象っていうのは先ほどコサクさ

んがおっしゃった通り、大元として安全設計というものがあってそこの部分を

順々に書き下していけば必然的に出てくるところですので、 

0:31:40 有毒ガス評価をするときに、その設定どこでどういった対応するっていうのをも

とに設定するというところで合体はできるかなというふうに一緒くたに説明は確

かにできると思うんですけど、4 番のところがちょっと 

0:31:56 すいません私いまいちまだピンときてない部分もあるので、そこをちょっと社内

のほうで議論をさせていただきたいと思います。 

0:32:10 はい、コサクです。今 1 ピンときてないというのは、おそらくあれですよね、括

弧 2（3）をこうこうこういう影響について守る必要があるというニーズ系の話と、 

0:32:25 それを守るっていうのをどうやって守るのといったところのつなぎっていうこと。 

0:32:31 （4）の後半部分っていうことだと思うんですね。 

0:32:39 ただ実態でいうと、 

0:32:46 ①②で、 

0:32:49 はい。 

0:32:50 ありますけど。 

0:32:54 何となく違うなと思うのは違うんじゃないすみません、よくわからないのは、防

護するための措置というふうに丸めてしまっているので、どういうふうにが結局

あんまりなくてですね。 

0:33:10 そこのあたりを逆に言うと、もう少し 
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0:33:16 累計整理をして 

0:33:21 （2）（3）の話との関係性が見えるようにするということで方向性をはっきりさせ

るということかなというふうに思いますんで、特に 

0:33:33 基準なりガイドなりに縛られてしまったということから、衛星拠出金体で換気系

というようなことに意識が向いてしまったけれども、そもそもは相殺なり何なりと

いうことがあってと。 

0:33:48 いうことなので、そちらのほうも意識すると、防護部ということも防護措置として

のメインになるでしょうし、そこの関係性がわかるようにしていただければいい

のかなと。 

0:34:01 思います。 

0:34:05 以上です。 

0:34:09 日本原燃のオクデでございます。ありがとうございます。今確かにおっしゃられ

た通り防護措置っていうところ具体的に書いてないので何かわっとしてて（2）と

（3）との繋がりがわからないようになった記載だからちょっとぴんとこなかった

んですけれども今おっしゃっていただいたように、 

0:34:27 考えれば括弧 4 も（2）と（3）の続きの中で説明できる話ではありますので、ちょ

っとそこら辺うまい具合に表現できるような形で整理したいと思います。ありが

とうございます。 

0:34:42 はい、古作ですって、その上で 1 点これまでお話ししたところで、今持って釈然

としないのが残っているので、確認しときたいんですけど。 

0:34:55 これ（3）で影響評価と言ってますけど、影響評価で考慮をしている。 

0:35:03 スクリーニングを含めてですけど、考慮しているものの扱いっていうのをどう整

理するのかといったときに、換気系は作動することを期待してますよねとか、 

0:35:15 いうのを話をしていたんですけど。 

0:35:20 結局どういうふうに扱う。 

0:35:25 のっかって、 

0:35:27 それの適切性みたいなところがいまいち釈然としなくてですね。 

0:35:35 それが 

0:35:38 そう単位とかっていう話になると、実際に発生した場所の濃度っていうのはど

の程度に抑えられるのかとか、それに対応した防護具になってるのかと。 

0:35:51 言ったような話にもなると思うんですけど。 

0:35:55 そのあたりはどうなってますか。 

0:36:01 日本原燃のオクデでございます。ですねあの正直なところを言いますとそこの

部分についてまたきっちり我々の中で、か明快に説明できるような整理はちょ

っとまだできてないというのが実情です。 
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0:36:17 もともとは有毒ガスが影響評価ガイドに縛られておりましてその中でも、単一

的に換気設備は生きるんだというような 

0:36:27 説明をさせていただいてたんですが先ほどもありましたけども、必ずしもその

重大事故設計基準平常時それで同じような条件とはならないっていうところが

ありますので、そこはちょっとまだこの段階で、こういうときにはこうですという

のは説明できないんですけれども、 

0:36:43 きちんと整理した上で 

0:36:46 今後説明していきたいというふうに考えております。 

0:36:51 はいわかりました。言われるように、平常時工事設計基準事故時重大事故時

等の機能喪失を想定する程度かというか違っていて、 

0:37:07 それに応じて安全設計でこういう 

0:37:12 健全性確保の対応しているので、この機能は見込んだ上で、今後措置を講じ

ますということがそれぞれいえるようになっているんだと思ってます。なので、

側溝をちゃんと整理をしてですね。 

0:37:28 元の関係というのはこういう設計だものでこういうふうに見込んで、この場合に

は条件出しをし、 

0:37:37 それぞれの防護設計の前提条件にしますと、 

0:37:41 いうようなことをちゃんとまとめていただければと思いますので、 

0:37:45 それも結局は 

0:37:47 この前のページだったり、ここのページで対象なりとういう応募まで必要と思う

かと。 

0:37:55 いったことの考えの中で説明できることだと思いますので、考え方をまとめて

いただけて具体については今後整理して説明いただければ。 

0:38:05 いうふうに思います。よろしくお願いします。 

0:38:09 日本原燃遅れです承知いたしました。 

0:38:16 規制庁タカナシです。ありがとうございます。 

0:38:20 こっか何かございますでしょうか。 

0:38:28 それで、1 点ちょっと精度が上がっていって、私からちょっと今の話でちょっと少

し、それ違うかもしれませんが、今の資料で総務省にさらになんかごく一部の

あのフローがついてますが、これまでコメント或いは議論も踏まえまして、多分

おって、 

0:38:45 あまり必要性がないのかなっていうような感じもあるんですが、その辺りのとこ

ろいかがでしょうか。 

0:38:53 日本原燃のオクデでございます。もともとこの 5 ページ目のところはですねこ

の 3 ページ目と 4 ページ目の中身を詳しく説明する時の参考として具体的に
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今まで説明してきたところとかを考えるとこうなりますよというところを書いてた

ものですので、 

0:39:11 そもそもの 3 ページ目 4 ページの説明すること切り口が違うという違うというふ

うに認識しておりますので、5 ページ目以降は今後の、今後は不要だというふ

うに考えてます。 

0:39:27 経路と仮設わかりました。これまでの中で資料もちょっと変わって資料とずっと

集めるのは見たように見えていましたので、そういうことであればですね、その

前必要ないということであれば、それそうそうちょっとていただければというふう

に思います。 

0:39:45 日本原燃オクデ承知いたしました。 

0:39:51 はい。規制とタカナシです。その他、何か確認、期待しておきたいこと或いは確

認漏れなどがございましたらよろしくお願いいたします。 

0:40:01 コサクですけど、先ほど話をしたところでまた整理ができてないっていうの話も

ありましたが、 

0:40:09 とりあえず今回その全体としてどう考え、 

0:40:15 安全設計として考えていてその中で有毒ガスっていうのはどういう位置付けで

あり、具体的にどういうことを考えていくかと。 

0:40:24 いうことのが医薬の説明をいただいて、その考えがよければ、具体を整理し直

していくという作業に入るということですけど。 

0:40:38 今後の作業の見通しみたいなのっていうのは何か考えておられます。 

0:40:49 日本原燃オクデでございます。ですね先ほども少し申し上げた通り今の段階で

まだここの部分を説明足りてなかったなっていうところは二、三出てきてるんで

すが、まだ全部出てきてないっていうのと、あとそれを 

0:41:05 今後は衛生そういったものを整理し最終的には整備資料という形で整理した

上で御説明したいと思ってるんですが、そこのどういうふうに直すかというのも

実はまだはっきりしていないというところもありますのでちょっと具体的な時期

っていうのは、 

0:41:22 すいません我々のほうでまだスケジュール引けてる状況にはなっておりませ

ん。 

0:41:31 コサクです。わかりました。そうすると、この考えのもとに、 

0:41:38 一通り、再確認をして改めて計画を立てて説明していきますという大枠だけの

説明になるっていうことのように認識をしました。ただ一方で、実際ので言うと、

これまでお話ししたように、 

0:41:57 既許可で整理をした整理しようというのをもとにあって、関連する場所があると

いうことはもう認識をされていると思いますので、その中に、 
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0:42:08 埋め込む内容というのを先ほど言われたように、こういうことも入れるべきだろ

うというところをどんどん入れていくという作業だと思ういいますか、認識として

はそういうことでいいですかね。 

0:42:22 日本原燃オクデです。人敷地としてはそうですねまず支店と今回やっていくと

ころその全体像がこうで有毒ガスがこういうふうに入ってきてそれをどう考えて

いきますというのをきちんとこちらからちゃんと説明できるようになって説明さ

せていただいた上で、 

0:42:41 その次の段階でそれは先ほどおっしゃっていただいた通り、その整理資料の

関係あるところに必要な分、今まで足りなかった分高埋め込んで完璧なものに

すると、そういうような流れは、その次の段階で計画を示していただく際お示し

させていただくと。 

0:42:58 そういうようなことになると思ってます。 

0:43:03 はい、即日、それで言うとですね、先ほども少し話題にしたように、 

0:43:11 平常時というかＤＢの世界の中でどういう防護策を講じるかといったときに防

具っていうのはもともとあると思ってそれについて、 

0:43:27 少なくとも化学薬品防護のところは、 

0:43:30 あるんだと思いますし、 

0:43:36 外部事象についてもトレーラーとかはあるわけで、それらについても、もともと

あって、そういった説明を 

0:43:49 ガイドに縛られずに入れていくということ。 

0:43:53 それを記載の適正化の関係から申請書にはどこまで書きましょうかということ

の話。 

0:44:03 いった辺りがポイントかなと思います。さらに先ほどお話をした評価で見込んで

いるっていうのを使いというようなことでというふうになってたんですけど。 

0:44:13 そういう意識でいますので、次の段階で、そういった具体的な議論ができるよ

うにササキまして、 

0:44:26 はい。日本原燃のこれです承知いたしました。融度川数の赤穂ホか僕の扱い

については、我々も検討整理が必要だと思っていまして、もともとなかったもの

を立ちますというような話ではないと思っているので、 

0:44:41 どういったときに使うのかっていうのももうちょっとちゃんと明確にした上で、じ

ゃあそれをどこまでその申請書に書くかっていうのを整理して説明させていた

だけたらなというふうに思ってます。 

0:45:01 規制庁タカナシです。 

0:45:03 ちょっと今、今ちょっとスケジュールっていう話が出てきたのでちょっとそれに関

連しているんですけれども一つは今回今お話をして資料のほうで少し大幅な



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

修正になるのかなというふうにも思うんですけれども、そちらのほうの、まず一

つ見通しですね。 

0:45:22 というのをお聞かせいただきたいのとあともう 1 点は今の話の中で、今後 

0:45:27 今後またいろいろ整理した上で、計画っていうのを示していただくということな

んですが、通例に対してこうどれぐらいこう、巻き上げ作業規模とか 10 時間が

かかりそうかというのをイメージのようなものもあれば、それはちょっと教えて

いただければと思います。後者のほうは、今この場でということではなくて少し

整理した上でということでも、 

0:45:47 いいかもしれませんけれどもお考えがあればお聞かせください。 

0:45:52 日本原燃のオクデでございます。まず全体像のところの説明させていただくと

いうところはですね、社内でもきっちり整理した上で提出しないといけないと思

ってますので、確実にいつまでっていうのはちょっと今の段階では言えません

が目標という形で、 

0:46:11 言わせていただくことであれば、我々としては 

0:46:16 次にですかね次の審査会合のときにはそういった説明をできればしたいという

ふうに思っていますので、今回いただいたコメントに対する修正っていうのは、

来週の早い段階月曜火曜までに再提出させていただくというようなことを考え

ておりました。 

0:46:35 すいませんそれ以降のｃｕｐ整理しろに埋め込んでっていうそういうフェーズの

話についてはまた別途ちょっとお示しさせていただけたらなというふうに思いま

す。 

0:46:48 はい。規制庁タカナシです全停と今後説明の話につきましては、当然まだ検討

しなきゃいけない部分っていうのがあると思いますので、それはあの絵として、

しっかり限界を主体としていただいた上でですね、改めて御説明ないご確認さ

せていただければと思いますのでそれで構いません。 

0:47:05 むしろこの資料のほうですねにつきましては来週の早い時期でということなの

であれで対応のほう、速やかによろしくお願いいたします。以上です。 

0:47:17 日本原燃遅れる承知いたしました。 

0:47:26 規制庁タカナシです。その他、何か規制庁側或いは健全側からでも構いませ

んけれども、何かございますでしょうか。 

0:47:35 日本原燃オクデでございます。先ほどの目標というような形でちょっと曖昧なこ

とをって言ってしまったんですけども、進捗状況なんかは適宜共有させていた

だきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

0:47:52 経常タカナシ承知いたしました。 
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0:47:57 また規制庁タカナシです。その他、何か確認漏れ或いはちょっと聞き漏らし等

ございましたらよろしくお願いいたします。 

0:48:18 データのタカナシです。よろしいければですね、本日のヒアリングにつきまして

は、ここで終了ということでいただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

0:48:35 長いスズキでございます。はい。 

0:48:39 はい。それはそれで結構でございます。 

0:48:43 はい、定常の話ですありがとうございます。それでは本日のヒアリングは、これ

で終了といたします。 

 


